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【支援の背景】 

当センターでは、陶磁器の成形技術や焼成技術などの様々な技術相談に対応し、笠間焼の窯元

や陶芸家を支援しています。その中でも特に釉薬に関する相談は多く、内容に応じて陶芸技術者

専門研修を実施して、スキルアップや課題解決、製品化を支援しています。ここでは、令和 4年

度の陶芸技術者専門研修とその後の支援により製品化された事例を紹介します。 

 

 

【支援内容】 
＜支援例① 鷲沢ワシ子＞ 

掛け分け技法（一つの陶磁器に複数の異なる釉薬を施

す）を用いた製品開発に取り組みたいため、自身の製品

に既に使用しているグレー系発色の釉薬と色の相性が

良く、釉はがれとよばれる欠陥などが起こりにくい釉薬

を開発したいという相談を受けました。研修では、釉薬

の焼成見本や研究事例の紹介、実験内容の提案、焼成条

件に関する情報提供などの指導を行い、掛け分け用の釉

薬開発を支援しました。 

掛け分け用釉薬をカップの内側底面に用いた作品な

ど（図１）を、ふたり展「ポッケのなかには。」（R5.2.15

～3.5、笠間工芸の丘）において販売を開始しました。 

 

＜支援例② 西岡武浩＞ 

笠間陶芸大学校の令和 3年度卒業生である西岡氏か

ら、陶芸家として本格的な活動開始に向けて、特徴のあ

る釉薬を開発したいと相談を受けました。笠間長石を用

いて、透明感や光沢感の強い、鮮やかな色の釉薬を得た

いとの要望をふまえ、釉薬実験の研修指導を行ないまし

た。 

自身初となる展示会「一年後展 2023」（陶芸大学校 令

和 3年度卒業生グループ展、笠間工芸の丘、R5.3.1～

3.19）において、研修で得られた釉薬を用いた製品（図

２）の販売を開始しました。 

 

【開発した製品の紹介】 
支援の結果、製品化された製品は図１及び図２の通りです。 

 

基礎となった事業 
令和４年度 陶芸技術者専門研修（釉薬技術、総合） 

令和４年度 試験研究指導費（技術相談、設備使用） 

担当グル—プ 窯業技術Ｇ 
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図１ 掛け分けカップ 
（支援例① 鷲沢ワシ子）

図２ 一年後展 2023 製品例 
色釉薬カップなど 
（支援例② 西岡武浩）


